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笛吹〈ふえふき〉の松（吉川町⻄奥）

なだらかな⼭あいのいな⽥に、しっとりと夜つゆがおりて、⽉の光が⻘く照らしています。林がつづく中にも、きわ⽴った古い松が⼤きな⻯〈りゅう〉のよ
うに⿊ぐろと⾒えます。どこからか、むせび泣くような、時にはうつたえるような笛の⾳〈ね〉が、古い松のあたりから、今夜も⾥の実家にひびいてくるの
でした。

ここは吉川⾕⼤畑庄〈よかわだにおばたのしょう〉⻄畑の⾥です。この村の庄屋〈しょうや〉では、やっと⼀週間ばかり前に都からつとめを終えて帰ってき
た若者が、胸をしめつけられる思いでじっと笛の⾳を聞いておりました。
いくすじもなみだがほおをつたっています。若者は、それまで都の領主〈りょうしゅ〉さまの御殿〈ごてん〉につかえて雑⽤〈ざつよう〉をしているうち、
御殿〈ごてん〉につかえる⼥の笛の主と知り合っていたのです。つとめが終って帰郷〈ききょう〉することになった若者と、つれ⽴ってこの草深い⾥にきた
のでした。だが若者の両親は、
「とても都育ちの⼥が野ら仕事などできるものか、おまえはきっとだまされているのだ。」
と、家に⼊れてくれません。若者の外出もきびしく⽌めてしまいました。いく夜も続いた笛の⾳も、こよいはことに絶〈た〉え⼊〈い〉るばかり細ぼそと聞
えていました。

つぎの⽇の朝、古い松の根元にいまは息絶えた⼄⼥〈おとめ〉の姿がありました。⼀管〈ひとくだ〉の横笛〈よこぶえ〉をくちびるにあてたままです。これ
ほどまでに思いつめたあわれな名もさだかでない都の⼄⼥を、村⼈たちはその場にうめて、ささやかな⽯の墓じるしを⽴ててやりました。
この古い松も、第⼆次世界⼤戦でとうとう切り出され、なくなってしまいました。
笛吹の松はいま⼀つ、ここから五キロメートルほど⻄の三⽊市⼝吉川町⻄中にもあって、むかしその松のあたりに毎夜美しい⼄⼥が笛を吹いていたが、村⼈
にあやしまれて懐剣〈かいけん〉で⾃殺してしまった、といいつたえています。

お問い合わせ

情報管理部広報係
電話番号︓078-331-9962
ファクス番号︓078-331-8022

⼀般財団法⼈  兵庫県学校厚⽣会
〒650-0012 神⼾市中央区北⻑狭通4-7-34  
電話番号︓078-331-9955（代表）

(C)⼀般財団法⼈ 兵庫県学校厚⽣会

https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kyozai/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/index.html
https://www.kouseikai.or.jp/public/koho/kohoshi/minwa/toban/index.html

